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当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信託期間とクローズド期間 
原則として無期限（クローズド期間はあ

りません） 

運 用 方 針 

小型成長株・マザーファンド受益証券へ

の投資を通じて、信託財産の中長期的な

成長をめざして積極的な運用を行います。

主要運用対象 

当ファンド 

ベ ビ ー 

フ ァ ン ド 

小型成長株・マザーファンド受益証券を

主要投資対象とします。なお、株式等に

直接投資することもあります。 

マ ザ ー 

フ ァ ン ド 

わが国の金融商品取引所上場株式のう

ち中小型株を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

当ファンド 

ベ ビ ー 

フ ァ ン ド 

株式への実質投資割合に制限を設けま

せん。 

外貨建資産への投資は行いません。 

マ ザ ー 

フ ァ ン ド 

株式への投資割合に制限を設けません。

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、基準価額水準及び市場動向

等を勘案して分配を行います。ただし分

配対象額が少額の場合等、委託者の判断

により収益分配を行わないこともあり

ます。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運用報告書  (全体版 ) 
第10期 

（決算日：2015 年 12 月 22 日） 

 

ＳＢＩ小型成長株ファンド  
ジェイクール 
（愛称：jcool） 

 
追加型投信／国内／株式 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、「ＳＢＩ小型成長株ファンド ジェイ

クール（愛称：jcool）」は、2015年12月22日に

第10期決算を行いました。 

ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお

願い申し上げます。 
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－ 1 － 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ 百万円

６期(2011年12月22日) 2,575 0 0.5 97.7 4,598

７期(2012年12月25日) 3,146 0 22.2 96.2 4,216

８期(2013年12月24日) 6,110 0 94.2 96.2 7,488

９期(2014年12月22日) 6,847 0 12.1 96.4 5,997

10期(2015年12月22日) 7,264 0 6.1 97.0 4,953
 

（注１） 当ファンドは、新規公開といういわば「第２の創業期」を成長の契機として、新たに成長を加速する、企業家精神に溢れた「次代を

拓く革新高成長企業」の株式に厳選投資をするという特色を持つファンドであり、特定のベンチマーク及び参考指数等は採用してお

りません。 
（注２） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式

組 入 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％

2014年12月22日 6,847 － 96.4

12月末 7,039 2.8 96.5

2015年１月末 7,106 3.8 96.3

２月末 6,943 1.4 96.5

３月末 7,430 8.5 96.6

４月末 7,536 10.1 95.7

５月末 7,808 14.0 94.9

６月末 8,303 21.3 96.0

７月末 8,306 21.3 96.6

８月末 7,507 9.6 96.3

９月末 6,980 1.9 96.7

10月末 7,338 7.2 96.6

11月末 7,681 12.2 96.5

(期  末) 

2015年12月22日 7,264 6.1 97.0
 

（注１） 騰落率は期首比。 

（注２） 当ファンドは、新規公開といういわば「第２の創業期」を成長の契機として、新たに成長を加速する、企業家精神に溢れた「次代を

拓く革新高成長企業」の株式に厳選投資をするという特色を持つファンドであり、特定のベンチマーク及び参考指数等は採用してお

りません。 

（注３） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

  



品 名：90089_100801_010_03_ＳＢＩ小型成長株ファンド ジェイクール（愛称：jcool）_614508.docx 

日 時：2016/2/5/ 19:50:51 

ページ：2 
 

 

－ 2 － 

■当期の運用状況と今後の運用方針（2014年12月23日から2015年12月22日まで） 
 

○基準価額等の推移 

 

  

  
（注１） 当ファンドは、新規公開といういわば「第２の創業期」を成長の契機として、新たに成長を加速する、企業家精神に溢れた「次代を

拓く革新高成長企業」の株式に厳選投資をするという特色を持つファンドであり、特定のベンチマーク及び参考指数等は採用してお

りません。 

（注２） 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパ

フォーマンスを示すものです。 

（注３） ファンドの運用経過については、当ファンドのパフォーマンスを示したものであり、ファンドの購入価額により課税条件等が異なる

ため、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの基準価額は、期首（2014年12月22日）6,847円から始まり、期初は国内株式市場が大型株主導

の上昇となり小型株市場が全体的に伸び悩むなか、当ファンドも一進一退の展開が続きました。しかし、３月

以降は銘柄選択効果の寄与に加え、新興市場にも資金が入ってきたことから大きく上昇し、７月24日に当期の

最高値である8,488円をつけました。期の後半は、外部要因の影響を大きく受け投資家のリスク回避姿勢が強

まり、大きく調整しました。８月下旬に中国の景気減速懸念から世界同時株安となると本ファンドも急落し、

９月８日に当期の最安値となる6,574円を付けました。期末にかけては反発し、決算日である12月22日の期末

の基準価額は7,264円となりました。 
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－ 3 － 

○投資環境 

当期の前半の国内株式市場は、欧州中央銀行（ECB）による予想を上回る規模の量的緩和策導入決定などを
好感し上昇してスタートしました。その後も、良好な需給環境や国内景気の回復期待に加え、株主価値を意識
した企業経営姿勢の変化を受け続伸し、４月22日には日経平均株価が終値で２万円台を回復しました。欧州を
中心とした債券利回りの急騰を受けて調整する局面もありましたが、金利上昇一服後は、米株高や円安を背景
に幅広い銘柄が買われ、５月下旬には27年ぶりとなる連続高を記録しました。 
期の半ばは、外部要因の影響を大きく受け、変動幅の大きい展開となりました。６月に、独長期金利の急上

昇や、米早期利上げ観測の強まりを受けて下落に転じると、７月にギリシャのユーロ圏離脱懸念や、中国株の
急落を受け大きく調整しました。その後は、懸念後退とともに値を戻し、４-６月期決算発表シーズンには好
業績銘柄を中心に堅調に推移しました。 
期の後半は、中国の景気減速懸念に端を発した世界同時株安の流れを受けて８月下旬に大きく下落しました。

さらに９月の米連邦公開市場委員会（FOMC）で米利上げが見送られたことから世界経済の先行き不透明感が広
がり続落しました。10月に入ると、米早期利上げ観測の後退や、ドラギECB総裁の追加緩和策を示唆する発言
を受け上昇に転じ、11月中旬のパリ同時テロ後に一時急落したものの、堅調に推移しました。期末にかけては、
ECBの追加緩和規模が市場予想を下回ったことや原油安を受け、リスク回避的な動きが強まりました。12月の
FOMCで利上げが決定されると不透明感の後退から反発したものの、日銀金融政策決定会合での金融緩和の補完
措置発表後は上値の重い展開となり、期末を迎えました。 
 

○当ファンドのポートフォリオ 

＜当ファンド＞ 

引き続き、小型成長株・マザーファンド受益証券を高位に組入れる方針で運用を行います。 

 

＜小型成長株・マザーファンド＞ 

当該マザーファンドの運用はエンジェルジャパン・アセットマネジメント株式会社の助言を受けております。 
運用方針に基づき投資を行った銘柄は、わが国の株式のうち、新規公開といういわば「第２の創業期」を成

長の契機として、新たに成長を加速する、企業家精神に溢れた「次代を拓く革新高成長企業」です。原則、公
開後３年以内の企業を投資対象としています。ボトムアップ調査を行った銘柄のうち、成長性・収益性・安全
性・革新性・株価水準等を総合的に評価判断し、概ね50銘柄を組入れ、逐次銘柄見直しを行いました。銘柄入
替等による期末の銘柄数は54銘柄となっています。また、銘柄分散、時間分散を考慮し、１銘柄で最も組入比
率が高いものでも４％を上回らないようにしました。また、マザーファンドにおける株式の組入比率に関して
は、95％以上の株式組入比率を維持し、期末の株式組入比率は97.4％となっております。 
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－ 4 － 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、新規公開といういわば「第２の創業期」を成長の契機として、新たに成長を加速する、企業

家精神に溢れた「次代を拓く革新高成長企業」の株式に厳選投資をするという特色を持つファンドであり、特

定のベンチマーク及び参考指数を採用しておりません。 

 

○分配金 

当期は、当ファンドの収益分配方針に基づき、収益分配可能額を算出し、市況動向や基準価額等を考慮した

結果、当期の収益分配は行わないことといたしました。 

収益分配に充てなかった利益につきましては、信託財産に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

 

 （単位：円、１口当たり、税込み） 

項 目 
第10期 

2014年12月23日～ 
2015年12月22日 

当期分配金 － 

(対基準価額比率) －％

 当期の収益 － 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 215 
 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配原資の内訳 
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－ 5 － 

○今後の見通しと運用方針 

＜当ファンド＞ 

運用方針としましては、引き続き小型成長株・マザーファンド受益証券を高位に組入れる方針で運用してま

いります。 

 

＜小型成長株・マザーファンド＞ 

当ファンドへの投資助言を行っているエンジェルジャパン・アセットマネジメントでは、以下のようにコメ

ントをしています。 

当期（2014年12月23日～2015年12月22日）の日本株式市場は、中国の景気後退懸念や米国の利上げ観測、原

油価格下落など、主に海外要因の影響を大きく受けましたが、全般的には国内企業の業績回復基調が続くなか

で堅調な展開が続きました。そして新たに迎える2016年も引き続き堅調な推移が期待されます。まず、日本株

式市場の予想PERは過去10年の中でも依然として割安な水準にあり、主要各国と比較しても低水準に留まって

います。その中で企業業績は来年度も引き続き増益基調が見込まれています。この原動力となっているのは、

①日本企業の収益力は着実に高まっており、売上増加を通し利益のさらなる拡大が見込まれること、②新たな

成長に向けた投資余力の蓄積も充実し、設備投資や研究開発・人材採用など前向きな戦略余地が広がっている

こと、などが挙げられましょう。 

さらに加えて、わが国の経済および株式市場にとって追い風になるのがIPO（新規株式公開）の回復です。

IPOは日本経済活性化の源泉となりますが、2015年の新規公開企業は92社と６年連続で増加しました。それで

もピーク時の半数程度であるため、2016年もこの傾向は続くことが期待されます。しかも幅広い業種から新た

な企業が上場を果たしており、日本の新興企業の力強さ実感しています。当社では、業種を問わず新規上場す

る殆どの企業経営者に個別直接面談調査を行い、その強みや事業戦略などについて伺うと同時に、先方のオ

フィスにも訪問してより理解を深め、革新的な成長企業とは定期的に面談し続けています。こうした活動を通

じて、今後もより魅力的な企業を１社でも多く発掘してまいります。 

 

当社では今後も、エンジェルジャパン・アセットマネジメント株式会社の投資助言に基づき、革新的高成長

が期待される企業へ投資を行い信託財産の成長を目指します。 
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－ 6 － 

○１口当たりの費用明細 (2014年12月23日～2015年12月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

 
 

円 ％  

（a） 信 託 報 酬 138  1.836 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 78)  (1.037) 委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 54)  (0.724) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.076) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 11   0.152  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

 （ 株  式 ） ( 11)  (0.152)  

（c） そ の 他 費 用 0   0.006  (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.006) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 149   1.994   

期中の平均基準価額は、7,498円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注３） 各項目ごとに円未満は四捨五入しております。 

（注４） 売買委託手数料及びその他費用は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注５） 各比率は１口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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○売買及び取引の状況 (2014年12月23日～2015年12月22日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
小型成長株・マザーファンド 630,400 534,000 2,386,243 2,103,000
 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2014年12月23日～2015年12月22日) 

 

項 目 
当 期 

小型成長株・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 9,628,686千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,424,894千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.14  
 

（注１） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注２） 金額の単位未満は切捨て。 

 

  

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○利害関係人との取引状況等 (2014年12月23日～2015年12月22日) 

 

＜SBI小型成長株ファンド ジェイクール＞ 

該当事項はありません。 

 

＜小型成長株・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 4,607 703 15.3 5,021 376 7.5

平均保有割合 66.4%   
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

（注）金額の単位未満は切捨て。 

 

 

＜SBI小型成長株ファンド ジェイクール＞ 

該当事項はありません。 

 

＜小型成長株・マザーファンド＞ 

種 類 
当 期 

買 付 額 

 百万円
株式 19

（注）金額の単位未満は切捨て。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 8,931千円
うち利害関係人への支払額（B） 1,023千円

（B）／（A） 11.5％  
 

（注） 売買委託手数料総額は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関
係人とは株式会社ＳＢＩ証券です。 

 

売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

利害関係人である金融商品取引業者が主幹事となって発行される有価証券

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2015年12月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

小型成長株・マザーファンド 7,481,244 5,725,401 4,931,288
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

マザーファンドにおける組入資産の明細につきましては、後述のマザーファンドの「運用報告書」をご参照

ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2015年12月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

小型成長株・マザーファンド 4,931,288 98.9

コール・ローン等、その他 57,301 1.1

投資信託財産総額 4,988,589 100.0
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

親投資信託残高 
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○特定資産の価格等の調査 

該当事項はありません。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2015年12月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 4,988,589,823  

 コール・ローン等 57,301,764  

 小型成長株・マザーファンド(評価額) 4,931,288,044  

 未収利息 15  

(B) 負債 34,957,961  

 未払解約金 27,464,715  

 未払信託報酬 7,331,246  

 その他未払費用 162,000  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,953,631,862  

 元本 6,819,760,000  

 次期繰越損益金 △1,866,128,138  

(D) 受益権総口数 681,976口

 １口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,264円

 
<注記事項（運用報告書作成時には監査未了）> 
(貸借対照表関係) 

期首元本額 8,760,270,000円

期中追加設定元本額 1,251,400,000円

期中一部解約元本額 3,191,910,000円
 

○損益の状況 (2014年12月23日～2015年12月22日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 6,473  

 受取利息 6,473  

(B) 有価証券売買損益 338,665,191  

 売買益 522,316,879  

 売買損 △  183,651,688  

(C) 信託報酬等 △  107,153,286  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 231,518,378  

(E) 前期繰越損益金 △  482,726,394  

(F) 追加信託差損益金 △1,614,920,122  

 (配当等相当額) (     48,073,736) 

 (売買損益相当額) (△1,662,993,858) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △1,866,128,138  

(H) 収益分配金 0  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △1,866,128,138  

 追加信託差損益金 △1,614,920,122  

 (配当等相当額) (     49,839,107) 

 (売買損益相当額) (△1,664,759,229) 

 分配準備積立金 97,099,578  

 繰越損益金 △  348,307,594  
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（26,708,480

円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規

定する収益調整金（49,839,107円）および分配準備積立金

（70,391,098円）より分配対象収益は146,938,685円（１口当

たり215円）ですが、当期に分配した金額はありません。 
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第10期 運用報告書 
 

（決算日 2015 年 12 月 22 日） 

 

小 型 成 長 株 ・ マ ザ ー フ ァ ン ド

 

 
受益者のみなさまへ 
 

小型成長株・マザーファンドの第10期（2014年12月23日から2015年12月22日まで）の運用状況を

ご報告申し上げます。 

 

 
当マザーファンドの仕組みは次の通りです。 

運 用 方 針 
わが国の金融商品取引所上場株式のうち中小型株を主な投資対象とし、信託財産

の中長期的な成長を目指して積極的な運用を行います。 

主 要 運 用 対 象 わが国の金融商品取引所上場株式のうち中小型株を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
株式の投資割合には制限を設けません。 

外貨建資産への投資は、行いません。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産
総 額 

期 中
騰 落 率

 円 ％ ％ 百万円

６期(2011年12月22日) 2,847 2.2 98.0 6,107

７期(2012年12月25日) 3,541 24.4 96.4 4,917

８期(2013年12月24日) 6,999 97.7 96.5 11,995

９期(2014年12月22日) 7,976 14.0 96.9 8,460

10期(2015年12月22日) 8,613 8.0 97.4 8,415
 

（注１） 当ファンドは、新規公開といういわば「第２の創業期」を成長の契機として、新たに成長を加速する、企業家精神に溢れた「次代を

拓く革新高成長企業」の株式に厳選投資をするという特色を持つファンドであり、特定のベンチマーク及び参考指数等は採用してお

りません。 
（注２） 株式組入比率は純資産総額に対する評価額の比率です。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式

組 入 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％

2014年12月22日 7,976 － 96.9

12月末 8,204 2.9 97.0

2015年１月末 8,295 4.0 96.7

２月末 8,115 1.7 96.9

３月末 8,700 9.1 97.0

４月末 8,834 10.8 96.1

５月末 9,167 14.9 95.3

６月末 9,766 22.4 96.5

７月末 9,784 22.7 97.0

８月末 8,853 11.0 96.7

９月末 8,242 3.3 97.1

10月末 8,678 8.8 97.0

11月末 9,100 14.1 97.0

(期  末) 

2015年12月22日 8,613 8.0 97.4
 

（注１） 騰落率は期首比。 

（注２） 当ファンドは、新規公開といういわば「第２の創業期」を成長の契機として、新たに成長を加速する、企業家精神に溢れた「次代を

拓く革新高成長企業」の株式に厳選投資をするという特色を持つファンドであり、特定のベンチマーク及び参考指数等は採用してお

りません。 

（注３） 株式組入比率は純資産総額に対する評価額の比率です。 
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■当期の運用状況と今後の運用方針（2014年12月23日から2015年12月22日まで） 
 

○運用経過 

 

 
 

 

○投資環境 

当期の前半の国内株式市場は、欧州中央銀行（ECB）による予想を上回る規模の量的緩和策導入決定などを

好感し上昇してスタートしました。その後も、良好な需給環境や国内景気の回復期待に加え、株主価値を意識

した企業経営姿勢の変化を受け続伸し、４月22日には日経平均株価が終値で２万円台を回復しました。欧州を

中心とした債券利回りの急騰を受けて調整する局面もありましたが、金利上昇一服後は、米株高や円安を背景

に幅広い銘柄が買われ、５月下旬には27年ぶりとなる連続高を記録しました。 

期の半ばは、外部要因の影響を大きく受け、変動幅の大きい展開となりました。６月に、独長期金利の急上

昇や、米早期利上げ観測の強まりを受けて下落に転じると、７月にギリシャのユーロ圏離脱懸念や、中国株の

急落を受け大きく調整しました。その後は、懸念後退とともに値を戻し、４-６月期決算発表シーズンには好

業績銘柄を中心に堅調に推移しました。 

期の後半は、中国の景気減速懸念に端を発した世界同時株安の流れを受けて８月下旬に大きく下落しました。

さらに９月の米連邦公開市場委員会（FOMC）で米利上げが見送られたことから世界経済の先行き不透明感が広

がり続落しました。10月に入ると、米早期利上げ観測の後退や、ドラギECB総裁の追加緩和策を示唆する発言

を受け上昇に転じ、11月中旬のパリ同時テロ後に一時急落したものの、堅調に推移しました。期末にかけては、

ECBの追加緩和規模が市場予想を下回ったことや原油安を受け、リスク回避的な動きが強まりました。12月の

FOMCで利上げが決定されると不透明感の後退から反発したものの、日銀金融政策決定会合での金融緩和の補完

措置発表後は上値の重い展開となり、期末を迎えました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当マザーファンドの基準価額は期首7,976円から

始まったあと、期末には8,613円となりました。期

を通じて騰落率は＋8.0％となりました。 
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○当ファンドのポートフォリオ 

当該マザーファンドの運用はエンジェルジャパン・アセットマネジメント株式会社の助言を受けております。 
運用方針に基づき投資を行った銘柄は、わが国の株式のうち、新規公開といういわば「第２の創業期」を成

長の契機として、新たに成長を加速する、企業家精神に溢れた「次代を拓く革新高成長企業」です。原則、公
開後３年以内の企業を投資対象としています。ボトムアップ調査を行った銘柄のうち、成長性・収益性・安全
性・革新性・株価水準等を総合的に評価判断し、概ね50銘柄を組入れ、逐次銘柄見直しを行いました。銘柄入
替等による期末の銘柄数は54銘柄となっています。また、銘柄分散、時間分散を考慮し、１銘柄で最も組入比
率が高いものでも４％を上回らないようにしました。また、マザーファンドにおける株式の組入比率に関して
は、95％以上の株式組入比率を維持し、期末の株式組入比率は97.4％となっております。 
 

 
 

○今後の見通しと運用方針 

当ファンドへの投資助言を行っているエンジェルジャパン・アセットマネジメントでは、以下のようにコメ
ントをしています。 
当期（2014年12月23日～2015年12月22日）の日本株式市場は、中国の景気後退懸念や米国の利上げ観測、原

油価格下落など、主に海外要因の影響を大きく受けましたが、全般的には国内企業の業績回復基調が続くなか
で堅調な展開が続きました。そして新たに迎える2016年も引き続き堅調な推移が期待されます。まず、日本株
式市場の予想PERは過去10年の中でも依然として割安な水準にあり、主要各国と比較しても低水準に留まって
います。その中で企業業績は来年度も引き続き増益基調が見込まれています。この原動力となっているのは、
①日本企業の収益力は着実に高まっており、売上増加を通し利益のさらなる拡大が見込まれること、②新たな
成長に向けた投資余力の蓄積も充実し、設備投資や研究開発・人材採用など前向きな戦略余地が広がっている
こと、などが挙げられましょう。 
さらに加えて、わが国の経済および株式市場にとって追い風になるのがIPO（新規株式公開）の回復です。

IPOは日本経済活性化の源泉となりますが、2015年の新規公開企業は92社と６年連続で増加しました。それで
もピーク時の半数程度であるため、2016年もこの傾向は続くことが期待されます。しかも幅広い業種から新た
な企業が上場を果たしており、日本の新興企業の力強さ実感しています。当社では、業種を問わず新規上場す
る殆どの企業経営者に個別直接面談調査を行い、その強みや事業戦略などについて伺うと同時に、先方のオ
フィスにも訪問してより理解を深め、革新的な成長企業とは定期的に面談し続けています。こうした活動を通
じて、今後もより魅力的な企業を１社でも多く発掘してまいります。 
 
当社では今後も、エンジェルジャパン・アセットマネジメント株式会社の投資助言に基づき、革新的高成長

が期待される企業へ投資を行い信託財産の成長を目指します。 
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○１万口当たりの費用明細 (2014年12月23日～2015年12月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

 
 

円 ％  

（a） 売 買 委 託 手 数 料 13  0.153 (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

 （ 株  式 ） (13)  (0.153)  

 合 計 13   0.153   

期中の平均基準価額は、8,811円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各項目ごとに円未満は四捨五入しております。 

（注３） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

 

○売買及び取引の状況 (2014年12月23日～2015年12月22日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 2,508 4,607,636 3,347 5,021,050 
 (1,985) (       －)

 
（注１） 金額は受渡し代金。 

（注２） 単位未満は切捨て。 

（注３） （ ）内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

株式 
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○株式売買比率 (2014年12月23日～2015年12月22日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 9,628,686千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,424,894千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.14  
 

（注１） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注２） 金額の単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2014年12月23日～2015年12月22日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 4,607 703 15.3 5,021 376 7.5

 
（注） 金額の単位未満は切捨て。 

 

 

種 類 
当 期 

買 付 額 

 百万円
株式 19

（注）金額の単位未満は切捨て。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 13,290千円
うち利害関係人への支払額（B） 1,487千円

（B）／（A） 11.2％  
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関
係人とは株式会社ＳＢＩ証券です。 
 

売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

利害関係人である金融商品取引業者が主幹事となって発行される有価証券

利害関係人との取引状況 

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合

－ 16 －

614508_添付ファンド【同日】.indd   16 2016/02/18   17:27:02



品 名：90089_100802_010_05_小型成長株・マザーファンド_618274.docx 

日 時：2016/2/17/ 12:28:59 

ページ：6 
 

 

－ 6 － 

○組入資産の明細 (2015年12月22日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

建設業（3.9％）  

日本アクア 72 62.8 26,124

ファーストコーポレーション － 232.4 229,611

インベスターズクラウド － 19 68,400

食料品（0.6％）  

カルビー 76 10 50,200

化学（3.4％）  

竹本容器 － 117 230,841

新田ゼラチン 193.9 － －

デクセリアルズ － 35 45,115

医薬品（－％）  

ＵＭＮファーマ 7.5 － －

機械（5.4％）  

パンチ工業 172 250 228,250

ナガオカ － 55 65,175

ヤマシンフィルタ 24 340 146,540

精密機器（1.7％）  

大研医器 280 － －

スリー・ディー・マトリックス 8 － －

ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ 50 68 126,820

メニコン － 3 10,410

その他製品（2.1％）  

スノーピーク 7 50.5 171,700

トランザクション 110 － －

陸運業（3.6％）  

鴻池運輸 75 185 291,745

情報・通信業（22.8％）  

ファインデックス 51 － －

ヒト・コミュニケーションズ 158 114.2 296,349

ブレインパッド 36.4 － －

ポールトゥウィン・ピットクルーホールディングス 210 － －

アイスタイル 260 － －

エニグモ 255 253 208,219

モバイルクリエイト 380 355 153,715

ブロードリーフ 55 － －
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

オークファン 88 － －

ハーツユナイテッドグループ 145 － －

メディアドゥ 58 127 169,164

じげん 38 － －

ブイキューブ 34 85 169,660

エンカレッジ・テクノロジ 47 － －

みんなのウェディング 28 67 80,601

ディー・エル・イー － 220 130,900

フィックスターズ 15 80 185,440

ＶＯＹＡＧＥ ＧＲＯＵＰ 50 － －

イグニス 6 － －

リアルワールド － 69.1 166,531

ＳＨＩＦＴ － 150 150,450

マークラインズ 11.5 42 86,856

デジタル・インフォメーション・テクノロジー － 20 56,260

ラクス － 0.1 171

オープンドア － 0.1 510

日本ＢＳ放送 190 － －

ビジョン － 6 12,240

ワイヤレスゲート 68.5 － －

小売業（11.5％）   

マーケットエンタープライズ － 55 124,960

エー・ピーカンパニー 80 － －

シュッピン 121 181.3 223,542

オイシックス 30 － －

サンワカンパニー 240 300 130,500

鳥貴族 15.5 96.9 225,292

ホットランド 53 136 204,680

ピクスタ － 18 38,394

その他金融業（－％）   

全国保証 54 － －

不動産業（3.7％）   

オープンハウス 144 132 307,164

サービス業（41.3％）   

クックパッド 79.5 114 310,536
 

国内株式 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

ＧＭＯ ＴＥＣＨ － 21 71,820

弁護士ドットコム 0.2 54 101,790

アトラ － 207 249,642

アドベンチャー 3.4 － －

インターワークス 0.5 220 166,100

ＫｅｅＰｅｒ技研 － 118 172,516

イード － 25 25,125

日本スキー場開発 － 45 184,500

ジャパンマテリアル 179 126.3 315,244

ベクトル 192 135.8 284,229

サクセスホールディングス 82 90 123,480

Ｎ・フィールド 159 162.5 220,837
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

Ｍ＆Ａキャピタルパートナーズ 46 144 259,632

ライドオン・エクスプレス 76 160 291,200

アーキテクツ・スタジオ・ジャパン 27 － －

アビスト － 30 63,360

シグマクシス 185 195 97,890

ウィルグループ － 264 231,264

エラン 32 110.8 152,128

土木管理総合試験所 － 47 64,155

合 計
株 数 ・ 金 額 5,058 6,204 8,197,981

銘柄数＜比率＞ 54 54 ＜97.4％＞
 

（注１） 銘柄欄の（ ）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の

比率。 

（注２） 合計欄の< >内は、純資産総額に対する評価額の比率。 

（注３） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注４） －印は組入れなし。 
 

 

○投資信託財産の構成 (2015年12月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

株式 8,197,981 97.1

コール・ローン等、その他 248,818 2.9

投資信託財産総額 8,446,799 100.0
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
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○特定資産の価格等の調査 

該当事項はありません。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2015年12月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 8,446,799,099  

 コール・ローン等 200,404,369  

 株式(評価額) 8,197,981,700  

 未収入金 42,692,976  

 未収配当金 5,720,000  

 未収利息 54  

(B) 負債 31,101,601  

 未払金 31,101,601  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 8,415,697,498  

 元本 9,770,810,070  

 次期繰越損益金 △1,355,112,572  

(D) 受益権総口数 9,770,810,070口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,613円
 
<注記事項> 
(貸借対照表関係) 

期首元本額 10,607,343,968円

期中追加設定元本額 5,295,082,054円

期中一部解約元本額 6,131,615,952円

期末における元本の内訳 
ＳＢＩ小型成長株ファンド ジェイクール 5,725,401,189円

日本小型成長株ファンド（愛称：跳馬） 827,380,771円

ＳＢＩ日本小型成長株選抜ファンド（愛称：センバツ） 2,783,159,776円

中小型成長株ファンド ジェイスター（愛称：Ｊｓｔａｒ） 420,495,966円

小型成長株ファンド ジェイクール（適格機関投資家専用） 14,372,368円
 

○損益の状況 (2014年12月23日～2015年12月22日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 62,101,658  

 受取配当金 62,071,450  

 受取利息 25,867  

 その他収益金 4,341  

(B) 有価証券売買損益 414,730,226  

 売買益 1,917,444,722  

 売買損 △1,502,714,496  

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 476,831,884  

(D) 前期繰越損益金 △2,146,648,354  

(E) 追加信託差損益金 △  531,082,054  

(F) 解約差損益金 845,785,952  

(G) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △1,355,112,572  

 次期繰越損益金(Ｇ) △1,355,112,572  
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注３） 損益の状況の中で(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の

際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 
 
 

 

－ 19 －

614508_添付ファンド【同日】.indd   19 2016/02/18   17:27:03



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2011 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <FEFF004e0049004b004b004500490020005000520049004e00540049004e004700200049004e0043002e00200020000d0066006f0072002000410064006f006200650020004300720065006100740069007600650020005300750069007400650020007300650072006900650073ff08004300539664304fff0900200020000d5370523775280050004400464f5c62106642306b900f660e30924fdd63013059308b30d730ea30bb30c330c8306730593002ff080076006500720033002e0030ff0900200020000d203b00440069007300740069006c006c006500723067306f900f660e306f4fdd63013055308c307e305b30933002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames false
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks true
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks true
      /AddPageInfo true
      /AddRegMarks true
      /BleedOffset [
        8.503940
        8.503940
        8.503940
        8.503940
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.250000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


